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去
る
、
四
月
二
十
九
日
（
日
）

平
成
三
十
年
度
自
治
会
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
号
議

案
か
ら
第
八
号
議
案
は
す
べ
て
原

案
通
り
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
治
会
と
し
て
本
年
も
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
山

積
で
す
。
役
員
一
同
力
を
合
わ
せ

頑
張
る
所
存
で
す
。
会
員
の
皆
さ

ん
が
気
軽
に
行
事
に
、
喜
ん
で
参

加
で
き
希
望
の
持
て
る
地
域
活
動

の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。
是
非
皆

さ
ん
の
声
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
中
志
津
自
治
会
（
設
立

当
時
・
角
栄
団
地
自
治
会
）
は
昭

和
四
十
三
年
十
一
月
に
会
員
九
百

余
戸
で
発
足
し
、
本
年
は
自
治
会

創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

節
目
の
年
を
迎
え
ど
の
よ
う
な
記

念
事
業
を
し
た
ら
よ
い
の
か
。
ど

の
よ
う
な
活
動
を
考
え
た
ら
良
い

の
か
考
案
中
で
す
。

実
は
昨
年
か
ら
「
中
志
津
自
治

会
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
」
を
設
置
し
、
委
員
の
皆

さ
ん
に
現
在
も
検
討
い
た
だ
い
て

お
り
、
予
定
と
し
て
十
一
月
十
一

日
に
式
典
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

私
も
中
志
津
に
住
み
五
十
二
年

目
に
な
り
ま
す
。
時
の
流
れ
の
速

さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

中
志
津
も
近
年
空
家
・
独
居
世
帯

が
増
え
ま
し
た
。
想
像
以
上
に
少

子
高
齢
化
が
早
く
進
み
、
佐
倉
市

の
平
均
年
齢
を
引
き
上
げ
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
九
年
三
月
実
施
の

「
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
」
に
お
い
て
も
、
今
後
の

自
治
会
活
動
を
進
め
る
う
え
で
、

極
め
て
基
本
と
し
て
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
区
ご
と
の
差
は
あ
る
も
の
の
、

大
切
な
声
と
し
て
活
動
に
生
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
班
長
業
務

等
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
で

協
議
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
問
題
で

す
が
、
将
来
を
見
据
え
た
方
向
を

見
出
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

又
本
年
は
、夏
祭
り
（
盆
踊
り
・

花
火
の
打
ち
上
げ
）・
ス
ポ
レ
ク

祭
・
秋
祭
り
等
は
自
治
会
創
立
五

十
周
年
記
念
と
の
冠
を
入
れ
た
行

事
と
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
。

本
年
も
積
極
的
に
行
政
に
協
力

し
、
課
題
に
つ
い
て
は
市
へ
働
き

か
け
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
自

治
会
活
動
に
生
か
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
ま
す
。
各
種
地
域
団
体

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
頑
張
る

所
存
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
三
十
年
度

功
労
者
表
彰

こ
の
度
、
区
役
員
と
し
て
当
自

治
会
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
が
退

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
多

年
に
わ
た
り
自
治
会
活
動
に
携
わ

り
貢
献
さ
れ
た
皆
様
に
は
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

区
退
任
者

髙
山　

英
夫　
（
一
区
副
区
長
）

久
保
田　

洋
一（
一
区
副
区
長
）

田
中　

弘
幸　
（
二
区
副
区
長
）

喜
澤　

雄
悟　
（
三
区
副
区
長
）

蛯
原　

隆
則　
（
三
区
副
区
長
）

鈴
木　

壽
重　
（
四
区
区
長
）

國
村　

智　
　
（
四
区
副
区
長
）

佐
々
木　

繁　
（
四
区
副
区
長
）

渋
川　

真
智
子
（
四
区
会
計
）
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平
成
三
十
年
度
定
期
総
会

　

四
月
二
十
九
日
（
日
）
に
下
志

津
小
学
校
体
育
館
で
「
平
成
三
十

年
度
中
志
津
自
治
会
定
期
総
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
総
数
七
千
三
百
二
十
二
名

（
三
月
末
現
在
）
の
内
、
有
効
提

出
数
は
六
千
五
百
五
十
五
名
（
提

出
率
九
十
％
）
で
し
た
。
総
会
出

席
者
百
五
十
五
名
、
表
決
書
面
状

の
提
出
に
よ
り
総
会
出
席
と
み
な

さ
れ
た
方
を
加
え
る
と
六
千
七
百

十
名
で
、
会
則
に
定
め
る
「
会
員

の
過
半
数
」
を
超
え
総
会
は
成
立

し
ま
し
た
。

　

総
会
は
登
坂
一
行
議
長
（
一
区
）、

山
川
剛
副
議
長
（
二
区
）
を
選
出

し
以
下
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

一
号
議
案　

�

平
成
二
十
九
年
度�

活
動
報
告

二
号
議
案　

�

平
成
二
十
九
年
度�

決
算
報
告

三
号
議
案　

�

平
成
二
十
九
年
度�

監
査
報
告

四
号
議
案　

�

平
成
三
十
年
度�

活
動
計
画
（
案
）

五
号
議
案　

�

一
般
積
立
金
、
御
輿

修
理
積
立
金
の
取
崩

し
に
つ
い
て

六
号
議
案　

�

平
成
三
十
年
度�

予
算
（
案
）

七
号
議
案　

�

会
則
（
第
三
条　

区

域
）
改
定

八
号
議
案　

�
平
成
三
十
年
度�

本
部
役
員
選
任

　

審
議
の
結
果
、
各
議
案
は
提
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
開
催
に
あ
た
っ
て
、
短
期

間
で
の
議
案
書
の
各
戸
配
布
・
出

欠
届
（
表
決
書
面
状
）
の
回
収
に

は
各
区
班
長
の
皆
様
に
、
そ
し
て

表
決
書
面
状
の
集
計
に
は
総
会
管

理
委
員
会
の
皆
様
に
特
段
の
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
九
年
度
の
経
常
収
入

合
計
二
千
七
百
二
十
六
万
円
に
対

し
、
経
常
支
出
合
計
二
千
百
八
十

九
万
円
で
経
常
収
支
差
額
五
百
三

十
七
万
円
の
黒
字
決
算
で
あ
り
ま

す
が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
買
替
え
、

災
害
対
策
用
設
備
等
の
固
定
資
産

取
得
が
発
生
し
、
当
期
収
支
差
額

は
三
百
十
四
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
前
年
度
繰
越
金
と

合
わ
せ
て
六
千
八
百
七
万
円
が
来

期
へ
の
繰
越
金
と
し
て
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
度
の
経
常
収
入
合

計
二
千
五
百
八
十
二
万
円
に
対
し
、

経
常
支
出
は
固
定
資
産
取
得
と
合

わ
せ
て
二
千
七
百
六
十
八
万
円
で
、

百
八
十
六
万
円
不
足
の
予
算
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
不
足
分
に
つ
い

て
は
総
会
五
号
議
案
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
一
般
積
立
金
、
御
輿
修
理

積
立
金
の
取
崩
し
に
よ
り
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

予
算
の
内
訳
を
昨
年
度
と
比
べ

る
と
、
収
入
の
部
は
街
灯
の
市
移

管
に
伴
い
、
街
灯
費
補
助
金
が
な

く
な
り
、
市
補
助
金
等
収
入
が
百

二
十
二
万
円
減
少
し
ま
す
。

　

支
出
の
部
は
花
火
大
会
関
連
及

び
中
志
津
自
治
会
創
立
五
十
周
年

記
念
事
業
で
三
百
九
十
九
万
円
の

増
、
御
輿
修
理
に
伴
う
二
百
七
十

万
円
の
固
定
資
産
取
得
費
の
発
生

が
主
な
も
の
で
す
。
そ
の
他
は
昨

年
並
み
の
内
訳
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　収支計算書� （単位：千円）

科　　　　　目 平成 29 年度
決算（A）

平成 30 年度
予算（B）

前 年 対 比
（B）－（A）

経常収入合計 27,259 25,820 ▲ 1,439
　（内訳）
　基本財産等運用収入 5,795 5,794 ▲ 1
　会費収入 17,960 17,789 ▲ 171
　市補助金等収入 2,747 1,526 ▲ 1,221
　手数料・寄付金等収入 757 711 ▲ 46
経常支出合計 21,890 24,982 3,092
　（内訳）
　行事費 3,279 7,266 3,987
　区活動費 6,999 6,742 ▲ 257
　街灯費 357 0 ▲ 357
　弔慰金 780 780 0
　事務局費及び事業費 6,972 6,524 ▲ 448
　総会費 973 1,002 29
　センター維持費 2,016 1,953 ▲ 63
　賛助金等その他 514 715 201
経常収支差額 5,369 838 ▲ 4,531
固定資産取得費 2,231 2,700 469
当期収支差額 3,138 ▲ 1,862 ▲ 5,000
前期繰越金 64,928 68,066 3,138
次期繰越金 68,066 66,204 ▲ 1,862

自治会長
長谷川　　稔

（３月末現在）
会　員　数 7,322 人
会員世帯数 2,778 世帯
非会員世帯数 405 世帯
世帯加入率 87.3%

世帯当り表決書面状提出集計

３月末
会員世帯数

表決書面状
提出数 提出率

１区 387 371 95.9%

２区 403 382 94.8%

３区 435 393 90.3%

４区 380 368 96.8%

５区 384 366 95.3%

６区 410 391 95.4%

７区 347 321 92.5%

総計 2,746 2,592 94.4%

賛助会員を除く

　隣人愛と相互扶助の精神を基
調とし、地域住民の親睦と団結
を図りつつ社会環境の浄化向上
に努め、明るく住みよいまちづ
くりに寄与する。

自治会の目的

中
志
津
自
治
会
創
立
50
周
年
を
迎
え
て

平
成
三
十
年
度
定
期
総
会
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